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宇部市立小・中学校のすべて（３６校）がコミュニティ・スクールです。 

コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会が設置されている学校のことです。 

学校運営協議会は、地域の団体や保護者の代表、行政関係者等で構成される組織で、めざす児童生徒像に向

けて、学校と地域が連携・協働しながら児童生徒の学びと育ちを支える活動に取り組みます。 
 

 
 

＜小・中学校の活動事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの児童生徒が

自ら積極的に参加

し、地域の人と一緒

に地域をきれいにし

ようと清掃活動に取

り組んでいます。 

学校運営協議会で

児童が朝食をとるこ

との大切さを考え、

子どもでも簡単に作

れるレジピのコンテ

ストを行いました。 

授業に地域の人も

参加し、児童と一緒

に学習する機会があ

り、児童は大人の学

ぶ姿を見ることで、

意欲も高まります。 

中学生が授業の一

環として、地域の園

児に対して紙芝居な

どの教材を考え、指

導するといった活動

を行いました。 

宇部市のコミュニティ・スクールと地域学校協働活動 



 
☞地域と学校が連携・協働して取り組む活動のことで、学校や地域の課題を踏まえてよりよい学校づくり、地域の活性
化に向けて取り組みます。 

 

＜学校運営協議会での協議・熟議の様子＞ 

学校運営協議会では、定期的に協議を行います。また、「よりよい学校・地域にしていくためには」などのテー
マについて、児童生徒も参加し地域の人や先生等と一緒に熟議※を行っています。 
熟議とは、熟

．
慮と討議

．
を合わせたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小・中学校合同の協議、宇部市主催の研修会＞ 

中学校区で児童生徒が地域の課題解決に向けて、熟議等で意見を出し合い、具体的な活動を行っています。 
また、宇部市が主催するコミュニティ・スクールの取組や地域学校協働活動に係る研修会を開催し、学校運営

協議会委員や教職員、行政関係者だけでなく地域住民の方にも参加してもらうことで、総がかりでよりよい学
校・地域づくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域学校協働活動とは  

☞ 幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもの学びと育ちを支えるとともに、「学校を核とした地域づ 
くり」をめざして、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動のことです。 

 

 

 

 

 

 
 

〇地域学校協働本部とは  

☞ 地域住民や団体が連携・協働して学校を支援し、地域全体で子どもたちの成長を支えるための体
制のことです。 

 

〇地域学校協働活動推進員とは  

☞ 地域と学校が連携・協働して子どもたちの成長を支える「地域学校協働活動」を推進するために、
学校と地域住民の間に入って地域と学校をつなぎ、情報共有や助言、活動の企画・調整などを行う
人材で、地域全体で子どもたちを育む体制づくりをサポートします。 


